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    ◇地域特性「商圏レポート」   

 

皆様が事業を営んでいる、もしくは居住されている地域には、どのような特徴

があるのか、東京都世田谷区三軒茶屋１丁目を例に、見てみましょう。 

 

＜＜  どんな会社が、どのくらいある？  ＞＞ 

 

（１）マーケットプロフィールでは･･･   （レポート 2/12 頁）  

マーケットプロフィールには様々な評価結果を、「周辺の地図」「総括コメント」

「総括」「評価結果（居住者）（法人）」で掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①まず、「法人マーケット」の総合評価は「Ａ」。全体的に『良い市場』だと判ります。 

  

レポートの基本的な読み方 

＜ 法 人 マ ー ケ ッ ト 編 ＞ 

読み解き基本編 市場情報評価ナビ 

周辺の地図  

総括コメント 

評価結果  

総括  

① 

  
居住者  

（住人）  

法人  

（会社）  
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（２）マーケット水準評価では･･･   （レポート 3/12 頁）  

次はマーケット水準評価をみてみます。ここでは、この地域全体が、『マーケ

ット（市場）として大きいか小さいか』、区内の平均と比較して判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②まずは「会社の数（総数）」をみます。事業所総数では、偏差値がかなり高

く、『ダントツに会社が多い地域（市場）』だと言えます。 

③次に会社の数を、「規模（働いている人の人数）」や「業種」でみてみます。

「１～４人」「５～９人」･･･の項目は、会社で働いている人数（従業者とい

います）別の会社の数ですが、「３０人以上」の偏差値がかなり高く、区内

でも特に大規模事業所の多い地域であることがわかります。業種別では、

「サービス業」「情報通信業」あるいは「金融・保険業」が多いことに加え、

「商業人口（その地域で買物をする人の数だと思ってください）」の多さ等を

あわせみると、『多くの人が集まる街の中心地』なのでしょう。 

 

（３）マーケット特性評価では･･･   （レポート 4/12 頁）  

先のマーケット水準評価で、マーケットの規模として大きいことや、業種別、

規模別の特徴などがわかりました。では次に、このマーケット特性評価で、こ

の地域の『マーケット（市場）の中身』をみてみます。 

 

④に業種別、⑤に規模別の会社の比率が出ています。これで、この地域  

にある会社の種類別の「偏り」が見えてきます。  

② 

③ 
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④では、商圏内の業種構成は「卸売・小売業」「宿泊業・飲食サービス業」の

会社の割合が高いことがわかり、 

⑤では、「規模（働いている人の人数）が４人以下」の会社で約５８％を占め

ていることがわかります。 

 

また、少しややこしい話ですが・・・  
 

⑥には、偏差値により、④や⑤の比率そのものが、区内の他地域と較べて高

いのか低いのかを示しています。 

ここで特徴的なのは、上記のうち「宿泊業・飲食サービス業」の比率（④の

16.50％）は、区内の他地域と較べても、「かなり水準が高い」（⑥に示すとお

り偏差値は 59.09 ）のですが、対照的に「卸売・小売業」の比率（④の

23.00％）は確かに高いのですが、偏差値（⑥の 45.13）でみると、「区内では

平均に満たない水準」だとわかります。 

 

では、この地域の様子をまとめてみると・・・  
 
『商業地の業種構成としては「卸・小売業」の比率が高いが、他地域に比

べるとむしろ「宿泊業・飲食サービス業」が目立ち、また構成比自体は高くな

いものの「情報通信業」や「学術研究・研究，専門・技術サービス業」のウェ

イトの高さに特徴を持つ中心地』 
 
と言えるようです。皆さんが抱かれている、この地域のイメージと合致して

いたでしょうか。 

 

 

 

 

  
 

⑤ 

④ ⑥ 
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（４）マップでみる１ｋｍ圏マーケットでは･･･   （レポ―ト 6/12 頁）  

これは、地域を『町丁別に塗り分けた地図（データマップ）』です。位置関係

も含めて、空中散歩を楽しんでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦概ね地域全体に人口は多い。 

⑧お年寄りは中心部から南東部に多い。 

⑨人口伸び率は、中心部から南西部で高い。 

⑩事業所は中心部から商圏東西にかけて比較的多い。 

⑪大規模事業所の比率は高くない。 

⑫事業所は商圏南部で増加傾向。 

 

 

いかがでしょうか。データマップでは、位置関係、地域的な傾向が手に取る

ように見えてくるのではないでしょうか。 
  

外円：半径1㎞　　内円：半径500m　

住民基本台帳人口 2023年 ６５歳以上人口比率 2023年 住民基本台帳人口伸び率 2023年/2020年

民営事業所数 2021年 ３０人以上民営事業所比率 2021年 民営事業所数伸び率 2021年/2016年

※＋印は人口重心の位置  (C) GeoTechnologies, Inc.

マップでみる世田谷区三軒茶屋１丁目の周囲1km圏マーケット

※マップの色について ： 比率と伸び率は、計算上の母数となる指標が「０」の場合、算出できない為、当該エリアを白色で表示しています。

⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ ⑫ 
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【参考】当該町丁の距離圏別データと都道府県内他エリアとの比較  （レポート 7/12 頁以降）  

 

本レポートは、当該町丁周辺１ｋｍ圏のデータを当該市区町村内の平均と比較して、

「高い」「低い」という評価をしています。 

つまり、評価の基準が「当該市区町村内の平均」です。 

ただ、実際のデータを活用するにあたって、この基準を変えて評価してみるとどうな

るのだろうという疑問も出てくるかと思います。 

そこで、当該町丁の値と、レポートで用いた｢当該市区町村内の平均値｣に加え、

「都道府県内の都市部平均値」及び「都道府県内の郡部平均値」との比較もできるよ

うに、指標ごとに各々平均値を掲げました。 

また、一括して当該町丁の周辺と他地域の平均値を比較できるように、レポートで

用いた商圏設定である 500ｍ圏、１ｋｍ圏、３ｋｍ圏、５ｋｍ圏の各圏域別に一覧表示

しました。 

比較エリア区分の違い、想定商圏域の違いを考慮した詳細な立地評価を行う際に、

参考資料としてご利用ください 

 

 

 

 

 

 

8/12～12/12 

7/12 

当該町丁  都道府県内エリア別の平均値  

 

 


